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各会派政務調査会長会 開催結果 
 
１ 日時 

令和２年６月 11日（木）11 時 00 分から 11時 30 分まで 

 
２ 場所 

第３号館６階 第２委員会室 
 
３ 出席者 

自由民主党     水 田 裕一郎   政務調査会長（座長） 
岡   つよし   政務調査副会長 

ひょうご県民連合  竹 内 英 明   政務調査会長（副座長） 
公明党・県民会議  越 田 浩 矢   政務調査会長 
維新の会      高 橋 みつひろ   政務調査会長 
日本共産党     き だ   結   政務調査会長 

（オブザーバー） 
自由民主党     戸井田ゆうすけ   政務調査副会長 
          奥 谷 謙 一   政務調査副会長 
ひょうご県民連合  中 田 英 一   政務調査副会長 
          木 戸 さだかず   政務調査副会長 
公明党・県民会議  坪 井 謙 治    政務調査副会長 
維新の会      齊 藤 真 大    政務調査副会長 
日本共産党     入 江 次 郎   政務調査副会長 

 
４ 当日配付資料 
  別添のとおり 
 

５ 会議概要 

(1) 運営に関する諸確認 

  新役員が揃う最初の各会派政務調査会長会であるため、運営に関する諸確認を行

った。 

 

(2) 会派提案意見書案の趣旨説明 

各会派から提出された次の意見書案について、提案趣旨の説明が行われた。 

（自由民主党） 

意１ 新型コロナウイルス感染症の抜本的な感染拡大防止対策と「新しい生活様

式」の実現を求める意見書 

意２ 地方衛生研究所の機能強化を求める意見書 
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（ひょうご県民連合） 

意３ 新型コロナウイルス感染拡大による業績悪化に伴う解雇、雇い止めへの対

策を求める意見書 

（公明党・県民会議） 

意４ 自衛隊病院の空床の活用等を求める意見書 

意５ 子どもたちの学びを保障するオンライン学習に関する経済的負担を軽減 

することを求める意見書 

（維新の会） 

意６ 新型コロナウイルス感染拡大に起因する持続化給付金や休業要請企業に 

対する協力金等に関して非課税を求める意見書 

意７ 災害時における避難所等の感染症対策の充実を求める意見書 

（日本共産党） 

意８ 事業継続に向けた支援の充実についての意見書 

意９ 地域の通常医療を担う診療所・歯医者等への減収補てんを求める意見書 

 

趣旨説明の後、座長から、意見書は議会の総意を国に示すものであることから、

コロナ関係の意見書を一度に何本も提出するのはいかがなものか。今回はいずれも

新型コロナウイルス感染症対策に関連した要望であり、一定の整理統合を検討して

はどうか、との意見があった。 

具体的には、案１、３、５、６、８、９を「新型コロナウイルス感染症に係る対

策」として座長案として集約し、その座長集約案に対して、会派の態度を検討する。 

案２、４、７は集約になじまないものとして原案のまま、会派の態度を検討する、

というものであった。 

この提案に対し、全会派から合意が得られたため、上記のとおり進めることとし、

座長集約案については、この日 16時までに各会派に提示することとなった。 

また、次回の会議では、座長集約案と案２、案４、案７の合計４案に対する態度

表明を各会派より行い、協議・調整に入る旨の発言があった。 

 

(3) 日程確認 

態度表明資料を６月 12 日（金）16時 00 分までに提出すること、第２回会議を６月

15 日（月）本会議昼休憩時に、第３回会議を６月 16 日（月）13 時 30 分に開催するこ

とをそれぞれ確認した。 

 

(4) その他 

 竹内副座長より、本来この協議の場には携帯電話を持ち込んではいけないと承知し

ているが、この各会派政務調査会長会は、会派内の調整を早急に行うことが必要な場

合が多く、スケジュール管理に使用している携帯電話を持ち込むことを許可してほし

い、との発言があった。 
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 これに対し、座長から、スケジュール管理の為に使用するに限り許可すると発言が

あり、全会派がこれを確認した。 


